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令和 6 年 10 月  

News Release    

       

   県下商工会と一体となり 

小規模企業の支援を行っています  

【令和 6 年 9 月期 小規模企業景気動向調査報告書】                       

本会では、県下商工会地区内小規模企業の景気を把握するため、商工会の経営指導員に協力依

頼し、小規模企業景気動向調査を毎月実施しています。 

このたび令和 6 年 9 月期の調査結果がまとまりましたので報告します。 

１ 調 査 概 要 

（１）調 査 時 点 令和 6 年 9 月 30 日 

（２）調 査 対 象 県下 35 商工会（うち 34 商工会より回答）【回収率 97.1％】 

（３）調査対象業種 製造業（食料品・繊維工業・機械金属）、建設業、小売業（衣料品・ 

          食料品・耐久消費財）、サービス業（旅館・洗濯・理美容）の 10 業種 

（４）調 査 方 法 商工会の経営指導員に対するアンケート方式 

（５）集 計 方 法 質問項目(業況､売上､仕入単価､採算､資金繰り)の｢好転･増加･上昇｣ 

         とする数値からそれぞれ「悪化・減少・低下」とする数値を引いた値 

 

２ 概 要 （トピックス）  

【全体的な景況感は改善が見られるものの、継続する人手不足に最低賃金引上げが重なり、

今後の安定経営への不安を抱える事業者は多い】 

産業全体の業況 DI（景気動向指数・前年同月比）は-17.1（前月-23.3、前年同月—15.0）で、

前月比 6.2pt 改善した。サービス業をはじめ災害に見舞われた 8 月からの回復は見られるもの

の、最低賃金引上げに対する利益圧迫への懸念は大きく、改善傾向が続くか注視が必要である。 

 

【製造業】  

業況は-12.7（前月-18.6、前年同月—13.7）と前月に比べ 5.9pｔ改善した。機械金属業を中心に受注

回復の動きがあるものの、最低賃金引上げに伴うコスト増やパート人員の確保に不安の声が多い。 

【建設業】 

業況は-20.6（前月-32.4、前年同月-14.7）と前月に比べ 11.8pｔ改善した。需要はあるものの人材

確保等に苦慮する中、海外技能実習生や特定技能者の活用による労働力確保を図る動きがある。 

【小売業】  

業況は-25.5（前月-24.5、前年同月-19.6）と前月に比べ 1.0pｔ悪化した。継続する仕入負担増に対

し価格転嫁に苦慮する中、最低賃金引上げに伴い労働力確保が一層厳しい課題となっている。 

【サービス業】  

業況は-9.8（前月-17.6、前年同月-11.8）と前月に比べ 7.8pｔ改善した。旅館業等では一部地域に

台風災害の影響が残るものの概ね改善傾向にある中、秋の繁忙期に向けた準備を進めている。 

 

３ 本調査に関する問合せ 静岡県商工会連合会  産業振興課℡054-255-9811〔担当：名波・片平〕  
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＜経営指導員コメント抜粋＞  
【製造業】（食料品製造業・繊維工業・機械金属業）  

・観光客が徐々に増加傾向にあり、特に食料品関係は昨年より好調であった様子。（伊豆） 
・人手不足も続く中、最低賃金上昇により人件費のさらなる上昇が懸念され、経営を圧迫する不

安要素が増えている。（富士駿東） 

・自動車関連や電子機器の需要が堅調に推移し、生産が回復している。（中部） 

・最低賃金が上昇することで年収 103 万の壁を越えてしまうパートが多い。そのため新たに

人を雇いたいが希望者がいない。（中東遠） 

・繊維工業では原材料価格は上昇しているものの、受注は確保できており例年並みの稼働状

況となっている。（西遠） 

【建設業】  

・需要はあるが、人材確保が難しく売り上げは横ばい。仕入れ単価は昨年より落ち着いてい

るが未だ高止まり状態にある。（伊豆） 

・人手不足を外国人技能実習生や特定技能者の受入れにより充足し、居住環境等の福利厚生

の向上を図る動きがある。（富士駿東） 

・厳しい残暑や 8 月末の台風 10 号の影響で工事の遅れが出ている。（中部） 

・手間請け大工の坪単価が上がらない。仕事はあるが工期も短く、利益も薄いため疲弊して

いる。（中東遠） 

・建築業において、リフォームなどを中心に仕事が出て来ている。特に県外からの仕事の問

合せ多い。（西遠） 

【小売業】（衣料品小売業・食料品小売業・耐久消費財小売業）  

・海産物小売業では、地元魚介類の不漁により受注は多くあるものの販売出来ない状況が続

いている。（伊豆） 

・小売業全般で各種商品の仕入資材高額化が常態化し、仕入額の高騰を賄えるだけの価格転

嫁は依然厳しい模様である。（富士駿東） 

・新米が出回りお米の在庫切れは解消したが、仕入値が高騰しているため利益を圧迫してい

る。（中部） 

・プレミアム商品券の恩恵もあり、衣料関連では祭り用品が良く売れた。（中東遠） 

・県境にある店舗では、10 月から施行される最低賃金が当県より愛知県が高いことが影響し、

アルバイトの確保に苦慮している。（西遠） 

【サービス業】（旅館業・洗濯業・理美容業）  

・洗濯業では猛暑が長引き、季節の変わり目で夏物を出す人はほぼいない。（伊豆） 

・夏休み終了後も、宿泊施設の土日予約は満室状態が続いている。（富士駿東） 

・寸又峡では夢の吊橋手前の崩落により観光客が減少しており、観光資源に頼らない独自の

経営戦略が必要と感じている。（中部） 

・理美容業では 11 月上旬に祭りが控えているため、需要増に期待をしている。（中東遠） 

・舘山寺温泉地域では、繁忙期が落ち着き、秋に向けて設備の修繕を進めている。（西遠） 

R5.9 R5.10 R5.11 R5.12 R6.1 R6.2 R6.3 R6.4 R6.5 R6.6 R6.7 R6.8 R6.9

DI値（製造業） -13.7 -16.7 -17.6 -13.7 -15.7 -15.7 -15.7 -15.6 -17.6 -14.7 -7.8 -18.6 -12.7

DI値（建設業） -14.7 -14.7 -20.6 -20.6 -26.5 -29.4 -26.5 -17.6 -23.6 -32.3 -26.5 -32.4 -20.6

DI値（小売業） -19.6 -20.6 -26.5 -22.5 -24.5 -17.6 -15.7 -28.4 -22.5 -24.5 -17.7 -24.5 -25.5

DI値（サービス業） -11.8 -11.7 -14.7 -10.8 -12.7 -1.0 -3.9 -2.9 -5.9 -4.8 -8.8 -17.6 -9.8

DI値（全業種平均） -15.0 -15.9 -19.9 -16.9 -19.9 -15.9 -15.5 -16.2 -17.4 -19.1 -15.2 -23.3 -17.1
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＜令和 6 年 9 月期 業種別業況 DI 推移表＞



- 3 - 

 

金融・雇用相談実績月次報告（令和 6 年 9 月期） 
内容別内訳 

(※１件の相談で複数の対応をした場合はそれぞれにカウント) 
今月 前月 前月比 

【相談企業数】 71 66 5 

【金融相談件数】 80 73 7 

 新規融資（借換えを除く） 56 46 10 

 既存債務の借換え 21 24 -3 

 借入れ条件変更 0 0 0 

 消費者金融・商工ロ－ン関連 0 0 0 

 貸し渋り・貸し剥がし 0 0 0 

 その他 3 3 0 

【雇用相談件数】 196 174 22 
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0

20

40

60

80

100

120

相 談 企 業 数

R5.9 R5.10 R5.11 R5.12 R6.1 R6.2 R6.3 R6.4 R6.5 R6.6 R6.7 R6.8 R6.9

金融相談 82 86 79 69 83 56 91 96 73 75 92 73 80

0

20

40

60

80

100

120

140

金 融 相 談 件 数

R5.9 R5.10 R5.11 R5.12 R6.1 R6.2 R6.3 R6.4 R6.5 R6.6 R6.7 R6.8 R6.9

雇用相談 201 191 189 167 208 165 216 526 266 207 173 174 196

0

100

200

300

400

500

600
雇 用 相 談 件 数



- 4 - 

 

【金融相談】 

金融相談件数は 80 件と前月（73 件）に比べ 7 件増加した。設備投資に向けた前向きな相談があ

る一方、厳しい資金繰りを乗り切るための運転資金相談も多く、公庫等各金融機関と連携し相談に

対応した。 

＜経営指導員コメント＞  

・コロナ融資の返済事業者が、返済がきつくなる状況が見られている。（伊豆） 

・相談については、設備投資といった前向きな内容が殆どであった。（富士駿東） 

・公庫の借入相談の他、新規事業資金や災害融資に対応した。（中部） 

・飲食店の運転資金相談を受け、先月より公庫担当と協議を進めた結果、生活衛生貸付で融

資決定にこぎつけ、窮地を脱出できた。（中東遠） 

・公庫コロナ融資等の金利優遇が終了し、アフターコロナの中借入返済に不安がある事業者

も多い。（西遠） 

 

【雇用相談】 

雇用相談件数は、196 件と前月（174 件）に比べ 22 件増加した。多くの事業者が慢性的な人手不

足に苦慮する中、10月からの最低賃金引上げに伴い経営の不安は増しており、懸念点への支援を

実施した。 

 

＜経営指導員コメント＞  

・最低賃金の大幅引き上げに苦慮する事業者が多く、複数の問い合わせに対応した。（伊豆） 

・10 月から適用される県内の最低賃金が 1,000 円を超え、不安の声を聞く機会が増えた。人

手不足が常態化し、特に若い人材の獲得に苦戦している中、経営の不安要素がさらに増え

た印象である。（富士駿東） 

・業務改善助成金や失業保険の申請等、労務管理についての相談に対応した。（中部） 

・時間外労働、最低賃金の他、パワハラ対応等についての相談に対応した。（中東遠） 

・人手不足、雇用に関する助成金の相談が多い。 外国人実習生を入れていたが、お盆休み

後、失踪してしまった。外国人もあてにならず人手不足の解消が見込めない。（西遠） 

 

【その他商工会管内に関するコメント】  

・9/22（日）に第 44 回河津寄って軽トラ市が開催された。約 500 人の来場があり、賑わいを

見せた。（河津町） 

・9/28（土）～10/14（月）にかけて、賀茂地区 1 市 3 町（下田・南伊豆・河津・東伊豆）の

飲食・観光合同イベントである「がんバル」が開催されている。（南伊豆町） 

・9/14（土）～9/15（日）に富士スピードウェイで 6 時間耐久レースが行われた。会場には

小山町商工会優良推奨品が出店し、地元商品のＰＲを行った。（小山町） 

・9/15（日）に清水町地域交流センターにて「ゆうすい朝市」が開催された。カレーやパン

等こだわりの逸品が販売され、賑わいを見せた。（清水町） 

・9/27（金）より「第 33 回駿府秋のわくわく祭 2024」が開催されている。市内の商店街等が

参加し、スピードくじや、限定福袋の販売により需要喚起が期待される。（静岡市清水） 

・10/27（日）に当会の賑わいづくり事業として、ハロウィンイベントを開催予定。商工会員

22 店舗が飲食物販のブース出店を行う予定である。（御前崎市） 

・9/15（日）に 「森のＫトラ市」が開催された。（森町） 

・コロナで下火となっていた軽トラ市をリニューアルさせるため協議、ＳＮＳも活用しＰＲ

強化を進め、10 月開催の準備をしている。（浅羽町） 

・9/27(金)に本会会員の飲食店（居酒屋、バー、ラーメン店、すし店、カフェなど）ではしご

酒や食べ歩きを楽しむ「ＡＲＡＩバル」が開催された。参加 12 店が自慢の料理やスイーツ

を用意し盛況であった。（新居町） 


